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●キリスト教学Ⅰ・Ⅱ◎
●キリスト教人間学A・B

●英語
●フランス語
●ドイツ語
●中国語
●韓国語
●イタリア語など

●数学入門Ⅰ・Ⅱ　　●情報数学Ⅰ・Ⅱ
●物理学入門Ⅰ・Ⅱ　●生活の化学Ⅰ・Ⅱ
●地球科学Ⅰ・Ⅱ　　●環境地理Ⅰ・Ⅱ
●生命科学Ⅰ・Ⅱ　　●自然科学概論Ⅰ・Ⅱ
●環境の科学Ⅰ・Ⅱ

●西南学院史　●哲学　●倫理学
●論理学　●日本史学　●東洋史学
●西洋史学　●美術史　●日本文学
●西洋文学A・B　●中国文学
●音楽史　●心理学Ⅰ・Ⅱ

●スポーツ理論Ⅰ・Ⅱ
●スポーツ実習Ⅰ～Ⅳ

※履修科目横の①～④は履修年次を表します。　※◎印は必修、#はコース必修、◇・○・□・△・▲・＊印は選択必修

日本文化コース 中国・アジア文化コース アメリカ・太平洋文化コース ヨーロッパ・地中海文化コース 比較文化コース 表象文化コース

●キリスト教美術A・B②
●フランス現代社会論②
●経済思想史②
●経済地理②
●アメリカ経済史②
●ヨーロッパ経済論③
●法社会学②
●国際関係史①
●政治思想史②
●生命倫理学①
●ボランティア活動論①
●基礎統計学①

●キリスト教音楽Ａ・Ｂ③
●フランス事情②
●国際経済学②
●世界と日本の経済①
●中国経済論②
●憲法③
●国際人権法②
●日本政治論②
●人権と福祉①
●英文ワープロⅠ・Ⅱ①
●自然科学特殊講義②

●イギリス文学史Ａ・Ｂ②
●フランス文学研究Ⅰ・Ⅱ③
●環境政策③
●世界経済論②
●韓国経済論③
●国際法②
●国際環境法②
●平和研究①
●社会福祉原論Ⅰ・Ⅱ①
●タナトロジー（死生学）②
●情報活用基礎①
●統計学総論②

●コミュニケーション概論Ａ・Ｂ②
●ミクロ経済学Ⅰ②
●西洋経済史③
●社会心理学Ⅰ・Ⅱ③
●アメリカ経済論②
●法制史②
●国際政治論①
●政治学原論②
●現代家族論②
●国際福祉論③
●情報処理応用Ⅱ・Ⅲ①

●アメリカ文学史Ａ・Ｂ②
●マクロ経済学Ⅰ②
●日本経済史③
●社会思想史③
●東南アジア経済論③
●法哲学Ⅰ・Ⅱ③
●国際経済法③
●政治史②
●福祉環境論②
●福祉文化論③
●情報処理応用ⅠＡ～ⅠＥ①
●市場調査論②

●基礎演習Ａ・Ｂ①◎　●専門演習ⅠＡ・Ｂ②◎　●専門演習ⅡＡ・Ｂ③◎　●卒論演習Ａ・Ｂ④◎　●卒業論文④◎

●文化基礎論a～f①○　●文化基礎論g～l①□　●文化のダイナミズムⅠＡ・Ｂ / ⅡＡ・Ｂ①△　●文化のダイナミズムⅢＡ・Ｂ / ⅣＡ・Ｂ①▲

●日本文化史Ａ・Ｂ②#
●日本文化論Ａ・Ｂ②◇
●日本文学論Ａ・Ｂ②◇
●東アジア文化交流論
　Ａ・Ｂ②◇
●日本社会論Ａ・Ｂ②◇

●中国・アジア文化史
　Ａ・Ｂ②#
●東アジア古典思想
　Ａ・Ｂ②◇
●中国文学概論
　Ａ・Ｂ②◇
●中国民族文化論
　Ａ・Ｂ②◇
●東アジア文化論
　Ａ・Ｂ②◇

●アメリカ・太平洋文化史
　Ａ・Ｂ②#
●アメリカ思想文化論
　Ａ・Ｂ③◇
●アメリカ社会文化論
　Ａ・Ｂ②◇
●アメリカ宗教文化論
　Ａ・Ｂ②◇

●ヨーロッパ・地中海
　文化史Ａ・Ｂ②#
●ヨーロッパ文学論
　Ａ・Ｂ②◇
●ドイツ文化論Ａ・Ｂ②◇
●古代キリスト教文化論
　A・B②◇
●イタリア・地中海
　文化論Ａ・Ｂ②◇

●比較文化史Ａ・Ｂ②#
●比較思想論Ａ・Ｂ②◇
●比較社会文化論Ａ・Ｂ
　②◇
●文化人類学Ａ・Ｂ②◇

●表象文化史Ａ・Ｂ②#
●表象文化論Ａ・Ｂ②◇
●表象メディア論Ａ・Ｂ②◇
●美学・芸術学Ａ・Ｂ②◇
●芸術文化史Ａ・Ｂ②◇

●実用英語Ａ・Ｂ②＊
●実用ドイツ語Ａ・Ｂ②＊

●専門韓国語Ａ・Ｂ③
●実用韓国語Ａ・Ｂ②＊

●実用中国語Ａ・Ｂ②＊
●専門中国語Ａ・Ｂ③

●専門イタリア語Ａ・Ｂ②
●実用フランス語Ａ・Ｂ②＊

●専門ドイツ語Ａ・Ｂ③
●専門古典語Ａ・Ｂ②

●現代哲学思想Ａ・Ｂ②
●文化創造論Ａ・Ｂ②
●国語学Ａ・Ｂ②
●アメリカ史Ａ・Ｂ②
●人文地理学Ａ・Ｂ②

●文化社会学Ａ・Ｂ②
●日本民俗学Ａ・Ｂ②
●中国史Ａ・Ｂ②
●ジェンダー論Ａ・Ｂ②
●古文書学Ａ・Ｂ②

●自然地理学Ａ・Ｂ②
●日本史概論Ａ・Ｂ②
●ジャーナリズム論Ａ・Ｂ②
●考古学Ａ・Ｂ②
●宗教学Ａ・Ｂ②

●世界史概論Ａ・Ｂ②
●アジア大衆文化論Ａ・Ｂ②
●漢文Ａ・Ｂ②
●ヨーロッパ史Ａ・Ｂ②
●地誌学Ａ・Ｂ②

●ヨーロッパ・ケルト
  文化論Ａ・Ｂ②
●比較文化概論Ａ・Ｂ②
●社会調査法①
●質的データ分析論①
●社会調査実習Ａ・Ｂ③

●自由研究Ⅰ・Ⅱ②　●海外語学学修Ⅰ・Ⅱ①
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キリスト教学 人文科学 社会科学 自然科学 スポーツ科学 外国語
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論 f①○ ●文化化基礎論 l①□ ●文化
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●法学（日本国憲法2単位を含む。）
●経済学　●社会学Ⅰ・Ⅱ
●政治学　●国際関係論
●地理学概論　●人権問題論
●同和問題論

教員プロフィール

カリキュラム

地域による「日本文化コース」「中国・アジア文化コー
ス」「アメリカ・太平洋文化コース」「ヨーロッパ・地中海
文化コース」の4コースと、テーマ・手法による「比較文
化コース」「表象文化コース」の2コース、計6コースの
なかから関心や目的に応じたコースを選択します。

さまざまな国や地域での異文化体験の機会を学生に提供
するため、研究旅行奨励金を支給しています。現地での新
鮮な体験は学生の意識を刺激し、研究調査の成果によっ
て卒業論文がより充実することになります。2015年度も
日本、韓国、中国、インドネシア、アメリカ、オーストラリア、
ヨーロッパ諸国など、11カ国のさまざまな地域に学生が
赴き、政治、歴史、芸術など幅広いテーマで調査研究を行
いました。

●世界の異文化体験を支援する研究旅行奨励制度

「社会調査士」の資格取得が可能です。所定の科目を受け
て必要な単位を取ることで、大学卒業時に資格を取得で
きるため、就職活動の際にもアピールできます。

●「社会調査士」の資格取得が可能に

2年次から多彩な
学びの6コースを用意

主体的な学びを促す研
究旅行奨励制度、将来に
つながる資格取得など制
度やカリキュラムが充実

［ 文化のダイナミズムⅡA ］ ［ 表象メディア論A ］
近年、地球規模で進行する「文化のグローカリゼーション」の基礎知
識をもとに、世界遺産、移民・難民問題、スポーツ、ラップミュージッ
クなどを通して、現代世界の文化のありようについて学びます。

ミュージックヴィデオ史のかたちをとりながら、音楽を含んだ映像作
品を視覚・聴覚の両面から分析的にとらえる力、及び、その背景とな
る文化的状況を語る力の習得を目指します。

宮崎　克則　教授
日本近世史

今井　尚生　教授
西欧近現代思想

邊土名　朝邦　教授
中国思想

後藤　新治　教授
美術史

朝立　康太郎　准教授
アメリカ史

塩野　和夫　教授
宗教学

新谷　秀明　教授
中国近現代文学、中国語

K.J. シャフナー　教授
現代アメリカ学

大谷　裕文　教授
文化人類学、社会人類学

西村　将洋　教授
日本近現代文学

中島　和男　教授
ドイツ語学

赤尾　美秀　准教授
ドイツ文学

金縄　初美　教授
中国民族学

尹　芝惠　准教授
日韓交流史

津田　謙治　准教授
古代キリスト教

西山　達也　准教授
哲学、倫理学

森田　團　准教授
哲学、ドイツ思想史

栗原　詩子　准教授
音楽学、映画学

山田　順　准教授
キリスト教考古学

物語・精読・批評
－近現代日本の文学/文化に関する演習－
中国の民族文化を学ぶことを通じ、
多角的視野から中国文化を理解する
アメリカ合衆国の人々と文化形成
地中海的思考と思想への誘い：
〈地中海〉とは何か

●

●

●

●

グローバル化と世界遺産観光
「文化人類学・
比較文化論からみた（東南）アジア」
文化と人間の見つめ方
「キリストの聖なる伴侶たち
――イタリア絵画における聖者の図像学」

●

●

●

●

主なゼミテーマ

※主なゼミテーマは、2016年度開講のものを記載

宮平　望　教授
アメリカ思想・文化

ミヒャエラ マンケ　教授
日本文学

片山　隆裕　教授
文化人類学

韓　景旭　教授
文化人類学

松原　知生　教授
美術史

伊藤　慎二　准教授
考古学

Division of Intercultural Studies

国際文化学科
国際

文化学部

P O I N T
カリキュラムの

T OP IC S
学 科 の 学 び

前原  竜二さん

［本学科の注目科目をご紹介］Zoom in!

2013年
国際文化学部国際文化学科卒業
（福岡県・城南高等学校出身）

Zoom in! 02 Zoom in! 03

　高校生の頃、テレビで高校野球の中継を観て、選手たちの努力の裏側にまで迫
る巧な実況に感動し、アナウンサーになりたい気持ちが芽生えました。そこで、多
くの国々の文化を学び、幅広い視野や柔軟な思考力を養うことは、人々に多様な
情報を伝えるアナウンサーになるための糧になると思い、国際文化学科を志望し
ました。印象に残っている授業は、興味のある分野を自由に追究できたゼミです。
アメリカの野球文化をテーマに選び、その歴史や成り立ちを調べ、自分なりに野球
の技術や理論の進化のプロセスを考察しながら、知識を深めていきました。学科
で培った多面的な視点、あらゆることに目を向け関心を持つ意識や突き詰める力
は、トーク力や取材力を求められる現在の仕事にしっかり生かされていると実感し
ています。

教職や博物館学芸員の資格を取ると、中・高の教員、博物館・美術館の学芸員になるこ
とができます。そのほかには公務員、マスコミ、旅行会社、金融、商社、航空会社、出版
社、情報産業、国際協力機関など、卒業生は幅広い分野で活躍しています。最近では、
大学院に進学、海外の大学に留学するなど、研究生活を続ける学生が多くなってきま
した。

卒業後の進路

学生生活について

　大学の4年間は、人生で最も自分と向き合える時間です。やる気次第で、どんな未
来も描けると思います。勉強や部活、サークル活動やアルバイト、何をやるにしても一
生懸命に取り組むことで将来を切り拓く力を養え、きっとやりたいことが見つかるは
ずです。ぜひ一日一日を無駄にすることなく、有意義な大学生活を送ってください。

後輩へのアドバイス

多様なことに関心を持ち、
追究する力が、
アナウンサーの
仕事に生かされています。

鹿児島テレビ放送株式会社　勤務OB & OG’s Message
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